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研究成果の概要（和文）：インフルエンザウイルスのレセプター特異性と宿主の糖鎖レセプター

の構造を詳細に明らかにし、異なる宿主間の伝播に関与する因子を明らかにした。糖鎖構造を

認識するレクチンおよび抗糖鎖抗体を用いて、哺乳動物と鳥のインフルエンザウイルス増殖部

位のレセプター分布を調べた。その結果、ニワトリの気管に特徴的な糖鎖レセプターが発現し、

ニワトリで増殖するウイルスは、そのレセプターを認識することが明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：Receptor specificity of influenza A viruses and glyco receptors 
expressed host tissues were analyzed.  Using lectins and antibodies that recognize 
terminal sialic acid and structure of glycoconjugates, distribution of the receptors in 
the epithelial cells of birds and mammals were determined.  On chicken epithelial cells, 
unique glyco receptor was detected and virus that efficiently grow in chickens recognized 
the receptor.  
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１．研究開始当初の背景 
 インフルエンザウイルスはシアル酸を末
端に持つ糖鎖をレセプターとして認識し、感
染を開始する。自然宿主であるカモと、ヒト
のインフルエンザウイルスのレセプター特
異性は明らかとなっており、ウイルスが増殖
する宿主細胞でのレセプター発現と相関し
ている。 
 
２．研究の目的 
 ニワトリのインフルエンザウイルスは、カ
モと同じ鳥型レセプターを認識するが、カモ
には感染しない。また、ウイルスが増殖する
ニワトリの気管上皮細胞にはヒト型レセプ
ターが優位に検出され、この矛盾点を明らか

にすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 さまざまな鳥および哺乳動物から分離さ
れたインフルエンザウイルスの糖鎖結合特
異性を調べた。さらに、インフルエンザウイ
ルスレセプターの解析に用いられてきたレ
クチン、ならびに糖鎖構造を特異的に認識す
る抗糖鎖抗体を用いて、ウイルス増殖部位に
おける糖鎖の分布を明らかにした。 
 
４．研究成果 
 インフルエンザウイルスの糖鎖結合特異
性を調べた結果、ヒトのウイルスはα2，6シ
アル糖鎖に、カモのウイルスはα2，3シアル
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酸糖鎖に結合した。カモから分離された
A/duck/Mongolia/52/2001 (H5N2)は、直鎖上
およびフコースの分岐差を持つα2,3 シアル
酸糖鎖の両方と結合した。ニワトリから分離
されたA/chicken/Ibaraki/1/2005 (H5N2)は、
分岐差を持つα2,3 糖鎖とは結合したが、分
岐差を持たない糖鎖との結合は弱かった。ニ
ワ ト リ か ら 分 離 さ れ た
A/chicken/Yokohama/aq-55/2001 (H9N2)は、
α2,6 糖鎖と結合した。 

インフルエンザウイルスの感受性動物
であるカモ、ニワトリ、ウズラ、マウス、ブ
タ、ウマ、イヌ、サルおよびヒトの全身臓器
の組織切片を用いて、シアル酸レセプターの
分布を調べた。カモの結腸上皮細胞に直鎖上
のα2,3 シアル酸糖鎖が検出されたが、ニワ
トリの気管上皮細胞には検出されなかった。
ニワトリに気管上皮にはフコースの分岐差
を持つ糖鎖が検出された。 

これらの知見は、自然宿主であるカモの
ウイルスが、ニワトリに感染しにくいメカニ
ズムを明らかにしたため、家禽の疾病制御に
役立つものである。また、糖鎖レセプターの
解析にこれまでのレクチンだけでなく抗糖
鎖抗体を用いた解析が有用であることを示
している。 
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